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延
喜
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桜
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（
祭
神
）
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戸
大
神

（
交
通
）
Ｊ
Ｒ
三
輪
駅
下
車
、
西
へ
徒
歩

約

分

（
拝
観
）
境
内
自
由

（
駐
車
場
）
有
り
（
大
神
神
社
運
営
で
、

初
詣
時
期
以
外
は
無
料
）

（
電
話
）
０
７
４
４
・

・
６
６
３
３

大
神
神
社
の
大
鳥
居
の
近
く
に
鎮
座
す
る
綱
越
神
社
の
本
殿

‖
桜
井
市
三
輪
で

綱
越
神
社
は
、
親
し
み
を

込
め
て
「
お
ん
ぱ
ら
さ
ん
」

と
呼
ば
れ
ま
す
。
「
お
ん
ぱ

ら
」
は
「
御
祓
い
」
が
変
化

し
た
も
の
で
、拝
殿
に
は「
お

ん
ぱ
ら
社
」
と
書
か
れ
た
額

が
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

大
神
神
社
の
摂
社
で

平

安
時
代
の
｢
延
喜
式
神
名

帳
｣
に
記
載
さ
れ
た
古
社
で

す

御
祭
神
は
祓
戸
大
神

で

大
鳥
居
の
南
の
参
道
の

入
り
口
に
鎮
座
し
ま
す

江

戸
時
代
ま
で
は

大
神
祭
の

前
日
に
神
主
ら
が
初
瀬
川
で

禊
ぎ
を
し
た
後

綱
越
神
社

で
祓
の
儀
を
受
け
て
か
ら

大
神
祭
に
携
わ
る
と
い
う
重

要
な
役
割
を
担
い
ま
し
た
。

国
道
１
６
９
号
か
ら
大
神

神
社
を
訪
れ
る
参
拝
客
の
中

に
は
、
一
の
鳥
居
を
く
ぐ
る

前
に
、
ま
ず
綱
越
神
社
に
お

参
り
す
る
人
も
い
ま
す
。

７
月

、

両
日
は
「
お

ん
ぱ
ら
祭
」
。
こ
の
例
祭
は

夏
を
無
事
に
過
ご
す
こ
と
を

祈
る
｢
夏
越
の
祓
｣
の
祭
典

で
す

社
名
の
｢
綱
越
｣
は
｢
夏

越
｣
が
転
訛
し
た
と
さ
れ

｢
夏
越
の
社
｣
と
も
言
わ
れ

ま
す

お
ん
ぱ
ら
祭
の
２
日

間
は
綱
越
神
社
の
鳥
居
に
茅

の
輪
が
飾
ら
れ
、
参
拝
者
は

罪
や
穢
れ
を
人
形
に
託
し
て

祓
い
、
無
病
息
災
を
祈
っ
て

茅
の
輪
を
く
ぐ
り
ま
す
。

本
殿
は

江
戸
時
代
後
期

の
造
営
で
す

春
日
大
社
(
奈

良
市
)
に
代
表
さ
れ
る
建
築

様
式
で

間
口
が
一
間
(
約
１

・
８
㍍
)
の
｢
一
間
社
春
日

造
｣
で
す

東
の
三
輪
山
を

向
い
て
お
り

祓
戸
大
神
が

大
神
神
社
の
境
内
全
体
を
静

か
に
清
め
て
い
る
の
で
す

(
奈
良
ま
ほ
ろ
ば
ソ
ム
リ
エ

の
会
会
員

坂
口
隆
信
)


